
世
界
遺
産
「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」 

白
川
村
荻
町
を
見
学
し
ま
し
た 

  

十
一
月
五
日
に
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
白
川
村
荻
町
の
合
掌

造
り
集
落
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

白
川
村
荻
町
は
岐
阜
県
に
所
在
し
ま
す
が
、
富
山
県
南
砺
市

の
「
相
倉
」
「
菅
沼
」
と
と
も
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
集
落
で
、
三
集
落
と
も
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
荻
町
は
、
規
模
的
に
も
大

き
く
、
最
も
有
名
な
地
区
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

見
学
し
た
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
天
気
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
集
落
内
に
は
人
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
駐
車
場
は
満
杯
で
、
大

型
バ
ス
専
用
の
駐
車
場
に
も
バ
ス
が
常
時
十
数
台
止
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。 

 

以
前
、
妻
籠
宿
や
馬
籠
宿
で
も
感
じ
た
の
で
す
が
、
見
学
者

は
日
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
・
韓
国
・
イ
ン
ド
な
ど
の
ア

ジ
ア
の
方
々
、
ま
た
、
欧
米
の
方
々
も
非
常
に
多
く
、
伝
建
地

区
が
国
際
的
な
評
価
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
実

感
で
き
ま
し
た
。 
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集落から庄川を渡ったところに

整備されている駐車場と、駐車場

へつながる吊橋。 

白
川
村
荻
町
（
山
村
集
落
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
大
字
荻
町
字

上
反
保
、
中
反
保
、
西
通
り
、
山
越
、

沖
田
、
岩
崎
、
木
戸
口
、
木
山
、
中
屋
、

小
呂
上
田
通
り
各
全
域
並
び
に
字
シ

ュ
ウ
ト
尻
、
下
ゴ
ソ
、
上
町
、
寺
田
、

小
呂
下
川
原
の
各
一
部 

 

種
別 

 
 

 
 

 

参
村
集
落 

 

条
例
制
定
年
月
日 

昭
和
五
一
年
五
月
一
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

昭
和
五
一
年
九
月
四
日 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
四
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 

一
一
七
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

 
 

七
件 

  
白
川
郷
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
す
。
保
存
地
区
は
庄
川

に
沿
っ
て
走
る
街
道
を
中
心
に
開
け
た
集
落
で
、
周
辺
地
域
と

比
べ
る
と
ず
い
分
平
坦
な
地
に
あ
り
ま
す
。 

 

以
前
、
第
二
回
勉
強
会
の
と
き
に
後
藤
先
生
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
荻
町
の
集
落
構
造
と
し
て
、
街
道
に
沿
っ
て
は

勾
配
の
緩
い
町
並
み
が
形
成
さ
れ
、
街
道
か
ら
庄
川
の
反
対

側
、
東
側
に
合
掌
造
り
民
家
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

合
掌
造
り
に
つ
い
て
は
「
第
十
四
号
」
で
若
干
触
れ
て
い
ま

す
。
急
勾
配
の
屋
根
は
豪
雪
対
策
で
す
が
、
峡
東
地
域
の
茅
葺

切
妻
造
民
家
と
同
様
に
、
当
時
の
主
幹
産
業
だ
っ
た
養
蚕
と
強

く
結
び
つ
き
発
生
・
進
化
し
た
形
式
で
す
。
二
階
に
上
が
る
と

そ
の
広
さ
に
驚
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
急
勾
配
の
屋
根
を
支
え
る

「
叉
首
」
と
い
う
特
殊
な
構
造
に
よ
る
も
の
で
、
峡
東
地
域
の

民
家
の
よ
う
に
、｢

棟
持
柱｣

に
類
す
る
床
か
ら
天
井
へ
抜
け
る

柱
が
合
掌
造
り
に
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
空
間
的
に
も
広
く
、

か
つ
、
作
業
の
障
害
と
な
る
柱
列
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

合
掌
造
り
は
、
居 

住
空
間
で
あ
る
「
軸 

組
」
と
、
屋
根
を
形 

成
す
る
「
小
屋
組
」 

と
が
、
構
造
的
・
空 

間
的
に
完
全
に
分
離 

す
る
と
こ
ろ
に
特
徴 

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ 

は
、
軸
組
は
大
工
の 

仕
事
で
、
小
屋
組
は 

住
民
の
伝
統
的
な
互 

助
制
度
「
ユ
イ
」
に
よ
る
仕
事
と
分
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

南
砺
市
の
菅
沼
集
落
で
は
、
軸
組
は
富
山
の
中
心
地
か
ら
大
工

を
呼
ん
で
造
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

歴
史
的
に
は
、
養
蚕
民
家
の
た
め
養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
十
七

世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
こ
ろ
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
峡
東
地
域
の
茅
葺
切
妻
造
民
家
の
古
例
、

川
崎
市
立
日
本
民
家
園
に
移
築
さ
れ
た
旧
廣
瀬
家
住
宅
（
中
子

沢
）
や
中
村
太
丸
さ
ん
宅
な
ど
、
の
建
築
年
代
と
一
致
し
ま
す

が
、
峡
東
地
域
の
民
家
は
そ
の
後
十
八
世
紀
に
入
っ
て
突
き
上

げ
屋
根
の
付
加
、
棟
持
柱
の
採
用
な
ど
、
養
蚕
に
適
し
た
形
態

に
改
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
産
業
と
し
て
の
養
蚕
そ
の
も
の
は

白
川
郷
の
ほ
う
が
進
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 
合掌造りの構造は、図のように小屋組には柱
が立ちません。 

軸組 

小屋組

 
荻町で最大級の民家・長瀬家。5階
建、総面積 600 坪と圧巻です。小屋
組は太く密に並べた叉首により、広
い作業空間を確保しています。 



 
  

 

 

些
細
な
こ
と
で
す
が
、
白
川
村
荻
町
の
集
落
内
に
は
、
自
家

用
車
の
た
め
の
駐
車
場
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
歩
い
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
車
に
出
会
い
ま
す
。
一
方
、

相
倉
は
集
落
の
入
口
に
駐
車
場
を
設
け
、
集
落
内
の
民
宿
に
泊

ま
る
客
以
外
は
す
べ
て
こ
ち
ら
に
駐
車
し
ま
す
。
菅
沼
は
、
国

道
か
ら
一
段
下
が
っ
た
集
落
な
の
で
、
国
道
に
面
し
て
駐
車
場

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
下
る
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
相
倉
・
菅
沼
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
落
な
の
で
、

駐
車
場
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
お
か
げ
で
集
落
内
で

は
車
に
追
い
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
点
、
荻
町
の
様
子
に
は
雑
然
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
規
模
の
大
き
な
、
そ
し
て
人
気
の
あ
る
保
存
地
区
な
ら
で

は
の
悩
み
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

合
掌
造
り
民
家
に
も
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十

年
代
、
庄
川
筋
の
電
源
開
発
や
山
間
地
で
の
過
疎
に
よ
り
消
滅

す
る
集
落
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
残
っ
た
合
掌
造
り
も
村
外

へ
売
却
・
移
築
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
の
危
機
感
が
高
ま
り
、

そ
の
結
果
昭
和
四
十
六
年
に
「
白
川
郷
荻
町
集
落
の
自
然
環
境

を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
住
民
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
三
ヵ
年
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
に
よ
る
緊
急
保
存
助
成
金
が
交
付
さ
れ
、
ま
た
、
集
落
の

保
存
運
動
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
長
野
県
妻
籠
宿
の
住
民
運
動

「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
守
る
会
」
の
運
動
は
、
合
掌
造
り
民
家
を
周
辺
の
環
境
ご

と
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
観
光
立
村
」
を
目
指
す
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
「
環
境
ご
と
保
存
す
る
」
と
い
う
理
念
は
、
恐

ら
く
「
妻
籠
を
愛
す
る
会
」
の
理
念
に
共
鳴
し
た
た
め
で
し
ょ

う
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
民
家
だ
け
で
な
く
周
辺
の
畑
地
、
山

林
ま
で
保
存
の
対
象
と
捉
え
活
動
し
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ

と
で
す
。
こ
の
「
守
る
会
」
の
住
民
運
動
は
、
昭
和
五
十
一
年

の
文
化
庁
に
よ
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
、

平
成
七
年
の
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
と
い

う
、
二
つ
の
大
き
な
成
果
に
結
実
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
白
川
郷
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
年
間
百
万
人
を
越
え

て
お
り
、「
観
光
立
村
」
は
達
成
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。「
守

る
会
」
で
は
世
界
遺
産
の 

理
念
で
あ
る
「
普
遍
的
な 

文
化
的
価
値
の
共
有
」
に 

基
づ
き
、
た
だ
単
に
「
住 

民
の
合
意
」
に
と
ど
ま
ら 

な
い
、
「
国
際
規
格
」
に 

も
匹
敵
す
る
新
た
な
活
動 

理
念
を
構
築
す
る
作
業
を 

日
々
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

岐阜県側の合掌造りと富山県側の合掌造りの違い 

写真は、右から白川村荻町、南砺市相倉、南砺市菅沼、の妻側を

写したものです。荻町の妻側にみえる茅は刈り込まれ、峡東地域

の仕上げ方と同じですが、相倉と菅沼の仕上げは、回り込ませる

ような丁寧な葺き方ですので、丸まった感じがします。

相倉 菅沼 

 

荻町 

街道沿いの家並は、緩い勾配の民家が 
中心です。 

 
 
 

 
 

③ ①

②④ 

①荻町を代表する風景 ②今なお新築されている合掌造り ③街道沿いは露
骨な土産屋も多い ④街道からちょっと入るといい雰囲気の使い方 


